シーン認知と空間表象の活性化 [論文要旨及び審査の要旨] by 猪股 健太郎 & Inomata Kentarou
シーン認知と空間表象の活性化 [論文要旨及び審査
の要旨]
著者 猪股 健太郎
発行年 2014-09-20
学位授与機関 関西大学
学位授与番号 34416甲第541号
URL http://hdl.handle.net/10112/8724
 
［６］ 
氏        名 猪
いの
 股
また
 健
けん
太
た
郎
ろう
 
博士の専攻分野の名称 
学 位 記 番 号           
学 位 授 与 の 日 付           
学 位 授 与 の 要 件           
学 位 論 文 題 目           
博士(心理学) 
心博第 14 号 
平成 26 年 9 月 20 日 
学位規則第 4 条第 1 項該当 
シーン認知と空間表象の活性化 
論 文 審 査 委 員           主 査 教 授 比留間 太 白 
副 査 教  授 雨 宮 俊 彦 
副 査 教  授 井 上 智 義（同志社大学） 
 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文はシーン認知過程について，境界拡張という，シーン画像を記銘・想起する際，
実際には呈示されていなかった広い範囲までも，あたかも見たかのように想起される現象
に関する実証研究に基づき，シーンの空間表象の活性化という観点から“円錐台モデル”
という，新しいモデルを提案したものである。 
 論文は，先行研究の概観および既存理論の批判的検討と 12 件の調査および実験研究に
ついてまとめた 9 章から構成されている。 
 第 1 章から第 3 章において，シーン認知と境界拡張に関する先行研究と既存理論の検討
および，モデルの提案がなされている。 
 第１章では，シーン認知および境界拡張に関する先行研究が概観され，この現象を説明
する理論に求められる要件として，シーン画像の撮影距離の程度を判断する過程と，想起
時に典型的な見えの範囲に回帰していく過程の２点が指摘されている。 
 第 2 章では，これまでに提案されている境界拡張の説明理論が検討され，いずれの説明
理論も，現象を一定程度説明し得るものではあるものの，第 1 章で指摘された説明要件を
満たすものではないと主張されている。 
 第 3 章では，円錐台モデルが提案されている。このモデルでは，人間が見えの範囲につ
いて典型的な記憶表象を有していることを前提とし，シーン画像の知覚時に提示画像に関
連する記憶表象を底面，提示画像を上面とする円錐台状に空間表象の活性化状態が作られ，
想起時には，想起の基準となる活性化の程度を視覚感覚入力の強度よりやや低く見積るこ
とで，シーン画像の描写範囲が典型的な記憶表象の広さに回帰すると想定している。この
モデルにより，シーンが典型的な表象よりも大きく示されている接写写真では境界拡張が
生起し，逆に，シーンが典型的な表象よりも小さく示されている広角写真では想起される
描写範囲の狭小化である境界縮小が生起するという，他の理論では十分説明できなかった
研究知見が説明可能であるとされる。 
 第 4 章から第 8 章において，円錐台モデルの妥当性を検討するための 12 件の調査およ
び実験研究が報告されている。 
 第 4 章では，境界拡張の測定方法を検討した実験研究（研究 1a, 1b）が報告されている。
境界拡張を測定する代表的な方法である評定法と調整法について，その特性を明らかにす
るため，同一の参加者に対して 2 つの課題が課され，描写範囲の要因による効果量が比較
検討され，評定法より調整法の効果量が大きいことが示されている。また，評定法の結果
は先行する調整法による影響がみられたが，調整法は事前の課題の影響は受けないことが
示されている。これらのことから，調整法は境界拡張をより直接的に測定する方法である
こと，境界拡張を測定する際に，評定法の運用には考慮すべき点があることが指摘されて
いる。 
 第 5 章では，円錐台モデルが前提とする見えの範囲の典型性の詳細について検討した調
査および実験研究（研究 2, 3, 4, 5）が報告されている。先行研究によって背景描写が無い
単一の物体を描写した線画について，見えの典型性が存在することが指摘されていること
から，まず，本研究で用いる刺激においても同様の典型性の存在が追認されるかどうかが
検討されている。最適な面積比率を調査し（研究２），反応時間への影響(研究 3)， 調整課
題による再構成への影響（研究 4）を検討した結果，本研究で用いる視覚刺激においても
典型的大きさの効果が認められることが確認されている。研究 5 では，これらの刺激を用
いて，背景描写のある画像とその物体の線画について，枠線に対する物体の面積比率の記
憶を測定し，比較が行われ，その結果，線画では境界拡張は見出されなかったが，描写さ
れる物体の実世界での見えの大きさに応じて，想起される面積比率が異なるという共通点
が見られることが明らかとされている。この結果は，境界拡張の程度を規定する要因とし
て，描写される物体の実世界における大きさに基づいた，典型的な見えの範囲が関与して
いる可能性を示すものと解釈されている。 
 第 6 章では，境界拡張の生起に関与する，シーン構造の性質について検討した実験研究
（研究 6, 7, 8, 9）が報告されている。研究 6 では，主な被写体の存在が境界拡張の生起に
及ぼす影響が検討され，シーンの一部として描写されることで，背景のみの画像やシーン
の一部ではない注視点を呈示する場合より拡張の程度が大きくなるという結果が得られた
と報告されている。研究 7 と８では，主な被写体の描写の無い背景のみの画像の境界拡張
が検討されている。背景のみの画像であっても言語ラベルによって境界拡張が生起するこ
とが確認され，言語ラベルによって描写内容が理解されることで，どのような空間の一部
を描写したのか特定され，空間表象が活性化されることにより，境界拡張が生起する可能
性があると主張されている。研究 9 では，呈示媒体が境界拡張に及ぼす効果が検討されて
いる。境界拡張の生起には媒体による効果は認められず，あくまでもある特定の空間の一
部であると認識されることが重要であることが示されている。 
 第 7 章では, 円錐台モデルと境界拡張の説明理論の一つであるマルチソース・モデルに
ついて，それぞれのモデルから導かれる事象と一致する知見が得られるかどうかを検討し
た実験研究が報告されている(研究 10)。境界拡張の生起は言語刺激を用いた虚偽記憶課題
の成績との関連性が見出された一方，ソースモニタリング・エラーとの関連性は示されな
かったと報告されている。これらの結果は，ソースモニタリング・エラーを想定するマル
チソース・モデルでは十分説明できず，かつ，円錐台モデルが仮定する空間表象の活性化
状態と一致する結果であると主張されている。 
 第８章では，シーンの喚起する情報としての時間印象が，境界拡張の程度にどのように
影響を及ぼすか検討した実験研究（研究 11, 12）が報告されている。その結果，時間的拡
がりのある画像では，そうでない画像よりも拡張の程度が大きくなることが示唆され，そ
の情報処理過程が円錐台モデルによって説明できると論じられている。 
 第 9 章では，本論文で得られた知見が総括され，円錐台モデルから示唆されるシーン認
知過程について全体的な考察がなされ，今後の課題が提示されている。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 申し合わせ事項『心理学研究科 博士論文（課程博士）について』（平成 23 年 4 月 20
日、心理学研究科委員会 改正）の [２] 審査手続きに準拠して審査を行った結果、本論文
は、以下に挙げる審査要件を満たした論文であると認めることができる。 
 
（１）着想の独創性 
 本論文は，我々の環境に存在している規模の広い背景と規模の小さい物体とから構成さ
れるシーンの認知過程を知覚と記憶との接点ととらえ，このシーンを撮影したシーン画像
を記銘し，再生する時に生じる境界拡張という，感覚入力と視覚的記憶の想起との差違現
象に注目し，この現象の生起メカニズムの解明が，シーン認知に関わる空間表象の知覚処
理過程と記憶処理過程とを統合的に理解することに繋がるという着想に基づいている。 
 本論文において提案されている円錐台モデルは，提示されたシーン画像記銘時の知覚処
理過程において対象の典型的な記憶が関連しており，想起時の記憶処理過程において知覚
処理時の活性化状態が関連しているという，知覚処理過程と記憶処理過程の両者において，
知覚と記憶の密接な相互関係が提案されており，この着眼は，今後モデルの十分なる検討
をまたねばならないが，本論文における独創的な点であると評価できる。  
 また，本論文の主要な成果である，競合モデルとなるマルチソース・モデルの不十分さ
を示唆する結果を引き出した研究 10 において，モデルの評価を行うにあたって，個人差
情報を積極的に取り上げた着想は，認知研究においては，個人間に共通する認知システム
の探求を行うため，実験において個人差情報は，ともすると誤差として扱われがちであっ
たところ，主要な変数として利用した点で，独創性があると評価できる。 
 
（２）新たな知見とその学術的貢献 
 本論文における重要な学術的貢献は，シーン認知過程に関する円錐台モデルという新た
なモデルを提案した点にある。また，提案されたモデルと，従前のモデルであるマルチソ
ース・モデルとを比較する実験を実施し，円錐台モデルのよさを支持する証拠を提示して
いる点にある。残念ながら，円錐台モデルの妥当性を検討するため，このモデルから導か
れる独特な現象の予測を実証する実験は本論文においては示されていないが，認知心理学
においては，認知現象を説明するモデルを構築し，モデルの良さを実証的に比較検討する
ことが研究パラダイムであり，先行研究の知見の詳細な検討から，モデルの要件を抽出し，
この要件を満たすモデルを提案したことは，今後，モデルの妥当性の検討を通したシーン
認知研究の発展に寄与するものといえる。  
 
（３）文献研究と基本的内容の充実性 
 本論文のテーマであるシーン認知および境界拡張に関する内外の研究論文を古典的研究
から最新の研究まで十分渉猟して，本研究の位置づけを明確に示すことができている。境
界拡張に関するレビューは Hubbard らが 2010 年に発表した論文があり，本論文では，
Hubbard らの分類枠組にしたがってはいるが，この論文以降に発表された研究や Hubbard
らのレビューに未収録の研究，近年急速に研究成果が集まりつつある神経基盤に関する研
究が含められ，これらを的確にまとめ，モデルの要件を抽出できている。さらに，既存理
論の内容を批判的に検討し，この成果をもとに新たなモデルを提案することができており，
本論文における文献研究の充実性は十分であると判断できる。 
 第 4 章から第 8 章において報告されている調査および実験研究は 12 件であり，実験研
究に基づく心理学の学位論文として論を展開するには十分な数であるといえる。また，各
研究における実験計画，実験手続き，データ解析手法とも堅実であり，データ解析結果の
提示においても，効果量が報告され，エラーバーには信頼区間が使われており，最近のス
タンダードに照らして適切であると判断できる。 
 
（４）論文の構成と記述の的確性 
 論文の構成は，文献研究からモデルの提案，実証研究，全体考察と，学位論文の構成と
して十分であり，記述も慎重かつ簡潔といえる。図の凡例が欠落している箇所がみられた
が，誤字脱字等は許容できる範囲にとどまっている。 
 
 全体として本論文は学位論文として必要なオリジナリティと説得性をもつといえるが，
敢えて，本論文における問題点を指摘するなら，上記（２）に記したとおり，先行研究と
本論文で報告されている諸研究を包括的に説明可能な新たなモデルは提案されているが，
このモデル全体の妥当性を直接検証する実験研究は行われておらず，部分的証拠，および
状況証拠によりモデルの良さが主張されているに過ぎない点である。理論研究であれば，
モデルの提案と先行研究の成果に基づいて，その論理的妥当性と説明可能性，経済性につ
いての検討でよいといえるが，実証研究としては，十分であるとはいえない。しかしなが
ら，提案されたモデルは先行研究および本論文で示された実験研究の結果をよく説明でき
ており，また，本論文で報告されている各実験研究の着想と堅実さを考えれば，論文提出
者が学位取得後に，提案したモデルの実証を行うに必要十分な知識と技能を身につけてい
るといえ，今後の実証研究によってモデルの妥当性の検討を進めることを強く期待するも
のである。 
 
 なお，本論文は「基礎心理学研究」および「デザイン学研究」に掲載された査読付き論
文各 1 編を中心に構成されており，また，他の実験研究についても，一部の研究を除き，
国際会議および国内学会において発表されており，一定程度の学術的評価は得ているもの
といえる。 
  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
